
に静かになった室内犬が足元をウ
ロチョロする姿にお互い視線をう
つしながら、少しずつ対話を続け
ました。シビアな質問を話しにく
い家族の膝の上に、その黒毛犬が
乗ることで、家族は気持ちを吐露
しやすくなったようでした。また、
我々が因果関係の説明に詰まる
と、今度は我々の方に遠慮がちに
近寄ってきて、足を舐めたり匂い
を嗅いだりして、「この人たちは
敵なのか？味方なのか？」と五感
を張り巡らせているようでした。
ご家族と我々の、ただならぬ緊張
感を感じ取って、人と人の間を取
り持つような動きをするように見
えてきました。ご家族の間で少し
意見が分かれそうな雰囲気になる
と、今度はその家族の間に入ろう
とします。言葉がわからないのに、

雰囲気や目で、全てわかっている
かのように・・・。誠心誠意、お
話を十分出来たかどうか確認しな
がら1時間ほど滞在して辞去しま
した。
　その犬を抱っこした娘さんが
我々を見送ってくれました。車窓
から頭を下げつつ、記憶に残るの
は「彼」の眼差しでした。うちの
猫たちも、普段は知らん顔をして
丸まっているのですが、夫婦で言
い合っていると、内容はわからな
くても間に割って入る時がありま
す。彼らのこういった配慮は絶妙
です。突然来訪したこの3人は単
なる「敵」でもなく、「味方」で
もない、ということを犬は瞬時に
察したようでした。奥様が「乖離」
を納得できずに泣き始めた時も、
また、遠方の親戚の方が、長い経

過の基礎疾患をご理解いただけ
ず、声を荒げられた時も、説明す
る我々との間を行き来するよう
に、人間の表情を見ながら、心配
そうに両者を見つめていました。
誰に教えられたわけでもないの
に、持って生まれたアニマルセラ
ピーを実践する姿。我々の心の中
にあった不安や厳しい展開予想に
対する緊張が、その室内犬の動き
によって救われた気がしました。
帰路「あのわんこが、メディエー
ターをしてくれましたね」と話し
合っておりました。メディエー
ションの心得である医療従事者の
考えと家族の理解との乖離、両者
の間に立ちはだかる壁や溝を埋め
るのに、言葉は要らず、でした。

地方の小規模病院における医療用MaaS
によるオンライン診療導入への挑戦

山都町包括医療センターそよう病院
病院長　山下太郎

　明けましておめでとうございま
す。2026年が皆様にとりまして良
い年になりますようお祈り申し上
げます。
　山都町包括医療センターそよう
病院は、外来、救急、入院、退院
後のケア、介護まで一体的に担う
地域の中核病院である。病床数57
床、常勤医6名と小規模ながら、

町内唯一の公立病院として24時間
救急医療を担い、県内5カ所のへ
き地医療拠点病院の1つとして広
い範囲の住民を支えている。当院
は2025年1月から医療MaaSを活
用したD to P with N型巡回オン
ライン診療を開始した。
　無医地区が、熊本県内に19箇所
あり、そのうち8箇所が山都町内

に存在している。当院はこれまで
医師・看護師・事務職員を週1回
ずつ派遣しへき地診療所での対面
診療を続けている。しかし将来的
な医師不足や訪問診療の継続困難
への備えが課題であった。こうし
た状況を背景に、町役場の提案を
受け、現在の僻地診療所や、訪問
診療に加え、医療MaaS（Mobility 
as a Service）によるオンライン
診療も導入することにした。
　導入当初は衛星スターリンク回
線や車両機器の操作など準備に苦
慮し、オンライン診療特有の「触
れない診察」による制約もあった
が、現在は体制が整い、月1回、
町内3地区で計10人程度の患者に
巡回オンライン診療を行ってい
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る。看護師と運転士の2名が地区
を訪れ、看護師が患者に付き添い
ながら、オンラインで院内に待機
する医師とつないで診療する方式
である。スタッフは、外来に比べ
1時間あたりの対応人数は少ない
ものの、患者や家族の負担軽減に
貢献できる点にやりがいを感じて
いる。
　対象は、従来家族が月1回送迎
して来院していた高齢者が中心
で、自宅近くの公民館で受診でき
るため患者や家族の負担が大幅に
減った。患者満足度は高く、画面
や音声の質も良好で、「家の近く
で診てもらえて助かる」という声
が多い。診察時間を30分間隔に設
定することでトラブルにも対応で
き、現時点では待ち時間もほとん
どない。診療費は次回外来時に支
払い、負担額も通常外来と大きく
変わらない。また、調剤薬局が薬
の翌日配送と服薬指導を行う仕組
みを整え、地域全体で取り組みを
支えている。
　一方、課題も多い。オンライン
診療では検査・触診が不十分で、
対面に比べ情報量が限られる。ま
た看護師不足の中で、半日1名シ
フトを追加する必要があり、職員

の負担増につながっている。さら
に、これは役場の支出ではあるが、
車両購入費は高額であった。診療
報酬は通常の外来とほぼ変わらな
い程度あるが、通常の病院受診が
1回減るため収入増につながらず、
看護人件費を含め採算は厳しい。
公立病院として地域医療の責務を
果たす一方、収支の安定も求めら
れ、継続には工夫が必要である。
2026年も現行規模（月1回・3人程
度）を維持し、制度が地域住民の
安心感につながるよう運用を続け
る方針である。町役場と協力し、
ホームページや説明会、各種イベ

ントで医療MaaS車両を展示する
など周知活動も進めている。車両
は医療以外の用途にも転用可能
で、マイナンバーカード業務や地
域サービス、選挙期日前投票所と
しても活用され、多目的な地域資
源としての価値が高まっている。
　当院における医療用MaaS によ
るオンライン診療の現状について
述べた。当院のような小規模の病
院における医療用MaaS運用開始
事例が、今後の導入を検討してい
る病院への一助となり、受診が困
難な患者様への恩恵となれば幸い
である。
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